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オリーブの風薫る、ふれあいのまち 

　「夏を目前に 
　　　　もう真っ黒？」 

　　　　　～安田小学校3年親子ふれあい活動にて～ 
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平
成
18
年
度
は
、
本
町
に
と

り
ま
し
て
、
新
た
な
出
発
の
年

で
あ
り
、
新
町
建
設
計
画
に
掲

げ
た
将
来
像
の
実
現
に
向
け
、

ま
ず
は
、
旧
内
海
町
と
池
田
町

の
融
和
と
、
新
町
の
一
体
的
な

発
展
を
最
優
先
す
べ
き
課
題
と

し
て
、
新
生
小
豆
島
町
の
運
営

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

合
併
直
後
の
本
町
に
あ
り
ま

し
て
は
、
合
併
特
例
債
を
は
じ

め
と
し
た
、
各
種
の
財
政
支
援

が
受
け
ら
れ
る
も
の
の
、
三
位

一
体
の
改
革
な
ど
に
よ
り
、
財

源
不
足
は
一
段
と
厳
し
さ
を
増

す
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本

年
度
の
予
算
編
成
に
お
き
ま
し

て
は
、
中
長
期
的
な
視
点
に
立

ち
、
将
来
に
わ
た
っ
て
真
に
必

要
と
判
断
さ
れ
る
事
務
事
業
に

つ
い
て
は
、
重
点
的
か
つ
効
果

的
に
予
算
を
配
分
い
た
し
ま
し

た
。以

下
、
５
つ
の
基
本
方
針
に

沿
い
、
施
策
の
概
要
を
ご
説
明

し
ま
す
。

子
育
て
・
子
育
ち
支
援
の
充

実
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
世
代

育
成
支
援
行
動
計
画
に
基
づ

き
、
地
域
全
体
で
の
子
育
て
支

援
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
の
充
実
に
つ
き

ま
し
て
は
、
介
護
保
険
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
を
設
置
し
、
介
護
予
防
事
業

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

障
害
者
福
祉
の
充
実
に
つ
き

ま
し
て
は
、
本
年
度
中
に
障
害

者
計
画
・
障
害
福
祉
計
画
を
策

定
す
る
と
と
も
に
、
積
極
的
な

情
報
提
供
と
相
談
支
援
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

医
療
体
制
の
強
化
に
つ
き
ま

し
て
は
、
内
海
病
院
を
核
と
し

て
、
地
域
に
お
け
る
保
健
・
医

療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
総
合

的
、
か
つ
効
果
的
な
提
供
に
向

け
、
各
業
務
の
連
携
強
化
と
充

実
に
努
め
ま
す
。

幼
児
教
育
で
は
、
幼
稚
園
と

保
育
所
の
双
方
の
機
能
を
併
せ

持
つ
施
設
と
し
て
「
認
定
こ
ど

も
園
」
の
整
備
を
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

小
・
中
学
校
に
つ
き
ま
し
て

は
、
子
ど
も
達
が
安
全
な
環
境

の
も
と
、
安
心
し
て
教
育
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
学
校
施
設
の

改
修
・
改
善
を
計
画
的
に
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
、
内

海
中
学
校
に
つ
き
ま
し
て
は
、

全
面
改
築
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
お
り
、
本
年
度
に
校

舎
建
築
に
着
手
い
た
し
ま
す
。

生
涯
学
習
の
充
実
に
つ
き
ま

し
て
は
、
各
種
生
涯
学
習
講

座
・
運
動
教
室
を
開
催
し
、
学

習
機
会
や
町
民
の
健
康
保
持
と

体
力
増
強
の
場
を
提
供
し
て
ま

い
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
･
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
活
動
の
支
援
・
推
進
に
つ

き
ま
し
て
は
、
各
種
大
会
・
教

室
の
開
催
と
と
も
に
、
合
併
記

念
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
い
た

し
ま
し
て
、
子
ど
も
を
対
象
に

し
た
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
（
仮

称
）」
の
開
催
を
計
画
し
て
お

り
ま
す
。

は
じ
め
に

誰
も
が
元
気
で
健
や
か
に
暮
ら
せ

る
健
康
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

心
豊
か
な
人
を
育
む
教

育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

　
新
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
を
決
め
る
６
月
定
例
町
議
会
が
、
６
月
20
日
か
ら
７
月
11
日
ま

で
の
予
定
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
定
例
会
の
冒
頭
で
は
、
坂
下
町
長
が
新
年
度
に
対
す
る
基

本
姿
勢
と
な
る
平
成
18
年
度
の
施
政
に
関
す
る
所
信
を
表
明
し
ま
し
た
。 

平
成
18
年
度
　
施
政
方
針
 

「
オ
リ
ー
ブ
の
風
薫
る
 

　
　
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
 小
豆
島
町
」の
実
現
に
向
け
…
 



（今月号折込の防災マップを使って、避難経路・場所の確認をしましょう）

防
災
・
防
犯
対
策
の
強
化
に

つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
は
昭
和

51
年
の
大
災
害
か
ら
30
周
年
と

い
う
節
目
の
年
で
あ
り
、
こ
れ

を
機
会
に
、
防
災
体
制
の
整
備

と
住
民
個
々
の
一
層
の
危
機
管

理
意
識
の
醸
成
に
努
め
ま
す
。

内
海
ダ
ム
再
開
発
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
別
当
川
流
域
の

抜
本
的
な
治
水
対
策
等
を
目
的

に
、
地
元
の
方
々
の
深
い
ご
理

解
と
ご
協
力
の
下
、
県
と
の
共

同
事
業
と
し
て
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

高
潮
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
整
備
推
進
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
基
本
に
、
県
施
設

の
早
期
着
手
を
強
く
要
望
す
る

と
と
も
に
、
町
と
し
ま
し
て
も
、

諸
条
件
を
検
討
し
な
が
ら
、
で

き
る
限
り
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
町
の
事
業
と

し
ま
し
て
は
、
安
田
植
松
都
市

下
水
路
施
設
の
再
整
備
に
着
手

す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

道
路
網
の
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
国
道
４
３
６
号
の
整
備

と
し
て
、
池
田
蒲
生
地
区
を
は

じ
め
、
引
き
続
き
改
良
工
事
等

が
進
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
安

田
地
区
か
ら
橘
地
区
ま
で
の
道

路
改
築
事
業
に
つ
き
ま
し
て

も
、
用
地
買
収
と
と
も
に
、
ト

ン
ネ
ル
本
体
工
事
に
向
け
た
本

格
的
な
工
事
に
着
手
さ
れ
ま
す
。

港
湾
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、
県
営
事
業
と
し
て
池
田
港

臨
港
道
路
の
歩
道
整
備
工
事
等

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

オ
リ
ー
ブ
を
活
用
し
た
観

光
・
産
業
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、
２
０
０
８
年
で
『
栽
培
百

周
年
』
を
迎
え
る
「
オ
リ
ー
ブ
」

を
、
様
々
な
分
野
に
お
い
て
最

大
限
に
活
用
す
る
た
め
、
地
域

戦
略
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定

し
「
オ
リ
ー
ブ
」
の
ブ
ラ
ン
ド

構
築
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
合
併
に
よ
り
充
実
が

図
ら
れ
た
観
光
資
源
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
を
進
め
ま
す
と
と
も

に
、
観
光
団
体
等
と
の
連
携
を

強
め
、
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
旧
民
俗
資
料
館
を
観
光
情

報
の
発
信
基
地
と
し
て
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
い
た
し
ま
す
。

商
工
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し

て
は
、
昨
年
９
月
の
商
工
会
合

併
を
踏
ま
え
、
商
工
会
事
業
が

効
率
的
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
連

携
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
町
の
基
幹
産
業
で

あ
る
食
品
産
業
は
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す

が
、
地
域
食
品
ブ
ラ
ン
ド
「
本

場
の
本
物
」
の
認
証
取
得
な
ど
、

一
歩
一
歩
で
は
あ
り
ま
す
が
成

果
が
出
て
お
り
ま
す
。
今
後
も

高
付
加
価
値
商
品
の
開
発
な
ど

の
取
り
組
み
へ
の
支
援
を
強

め
、
地
場
産
業
の
振
興
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

オ
リ
ー
ブ
振
興
に
つ
き
ま
し

て
は
、
さ
ら
な
る
栽
培
面
積
の

拡
大
と
と
も
に
、
収
穫
量
の
安

定
確
保
や
新
製
品
の
開
発
を
行

い
、
官
、
民
、
学
が
一
体
と
な

っ
て
、
オ
リ
ー
ブ
の
振
興
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
は
、
自

ら
の
地
域
は
自
ら
で
治
め
る

「
住
民
自
治
」
で
あ
り
、
住
民

活
動
の
核
と
な
る
自
治
会
に
対

し
て
、
よ
り
自
由
度
の
高
い
助

成
制
度
を
創
設
し
、
地
域
の
主

体
的
か
つ
自
主
的
な
活
動
を
支

援
い
た
し
ま
す
。

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
あ

ら
ゆ
る
人
権
問
題
の
解
決
を
目

指
し
、
意
識
啓
発
や
関
係
機
関

へ
の
働
き
か
け
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

効
果
的
・
効
率
的
な
行
政
運

営
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、

来
年
の
９
月
を
目
途
に
、
今
後

10
年
間
に
お
け
る
、
ま
ち
づ
く

り
の
指
針
と
な
る
『
小
豆
島
町

総
合
計
画
』
の
策
定
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
地
方
分
権
の
時

代
に
ふ
さ
わ
し
い
、
簡
素
で
効

率
的
な
行
政
シ
ス
テ
ム
の
構
築

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

地
方
分
権
が
推
進
さ
れ
、
自

治
体
の
知
恵
と
力
量
が
問
わ
れ

て
い
る
中
、
私
は
、
小
豆
島
町

民
の
負
託
を
受
け
た
代
表
者
と

し
て
、
ま
ず
は
新
町
の
一
体
感

の
醸
成
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。さ

ら
に
、
こ
れ
ま
で
先
人
が

築
い
て
き
た
旧
町
の
財
産
や
豊

か
な
地
域
資
源
を
、
よ
り
一
層

発
展
さ
せ
る
と
と
も
に
、
合
併

効
果
を
最
大
限
に
活
用
し
た
更

な
る
行
財
政
改
革
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

3 -2006.7

豊
か
な
自
然
環
境
と
共
生

す
る
快
適
で
安
全
な
生
活

環
境
の
ま
ち
づ
く
り

魅
力
と
活
力
に
あ
ふ
れ
た

観
光
・
産
業
振
興
の
ま
ち
づ
く
り

町
民
一
人
ひ
と
り
が
主
体
的
に

取
り
組
む
ま
ち
づ
く
り

お

わ

り

に



3 -2006.7 2006.7-4あ

～昭和51年被災時の町内の状況～

迎地地区 岩谷地区 谷尻地区 

未曾有の大災害から30年 

迎地地区 岩谷地区 谷尻地区 

 

　小豆島は、多くの尊い人命を失った昭和49年と51年の大災害を教訓として、防災対策に

努めてきましたが、平成16年には、過去に例を見ない規模の高潮の発生により、思いも寄

らない海からの災害に見舞われるなど、あらゆる災害に備えておくことが重要になってい

ます。 

　こうしたなか、今年は、昭和51年の大災害から30年という大きな節目の年でもあり、よ

り一層の防災意識の高揚を図るため、７月９日豸、小豆島ふるさと村において香川県をは

じめ、防災関係機関が協力して「小豆島土砂災害30周年行事」を開催することとなりまし

た。 

　この機会に、防災についての知識を深め、あらためて自然災害の恐ろしさを認識すると

ともに、日頃から災害に対する十分な備えをしておきましょう。 

　なお、第二部「講演」の開会（午後1時）にあわせて、町内一斉にサイレンを吹鳴し、

昭和51年災害の犠牲者の方々に黙とうを捧げますので、ご協力をお願いします。 

 

未曾有の大災害から30年 
 昭和51年西村地区の被災状況 



（今月号折込の防災マップを使って、避難経路・場所の確認をしましょう）5 -2006.7 2006.7-4あ■■ 1122月月44日日～～1100日日はは「「人人権権週週間間」」でですす。。 正しくは「坂手百年会」

です。訂正してお詫びします。

 

　小学生高学年を対象とした各種体験コーナーや見学コーナーが設置されます。 

※池田浜条の馬場からはマイクロバス（12：00発、12：10発の２便）送迎もありますのでご利用

ください。 

「小豆島土砂災害30周年行事」の内容  会　場：小豆島ふるさと村 
日　時：7月9日豸12：30～ 

第一部　「子ども砂防広場」  →　体育館およびその周辺 

　約30分間の小豆島災害の記録ビデオの放映と、約1時間の防災に関する講演が行われます。ぜ

ひご聴講ください。 

第二部　「講演」  →　イベント広場・ワインハウス 

　東南海・南海地震の同時発生によって小豆地域が震度６の地震に襲われ、土砂崩れ、家屋の倒

壊、道路や橋の損壊、同時多発火災など多種多様な被害が発生し、津波の被害も予想される状況

を想定して、小豆島町総合防災訓練を行います。一般の方もぜひご見学ください。 

第三部　「小豆島町総合防災訓練」 →　グラウンドおよびその周辺 

第三部「小豆島町総合防災訓練」 
　会場：グラウンドおよびその周辺 

地震発生　【災害対策本部設置】 

◆内海病院によるトリアージ設営 

◆香川県防災航空隊のヘリコプターによる遭難者救助訓練 

◆小豆島海上保安署による漂流者救助訓練 

◆香川県警航空隊によるヘリコプターからの先行情報班降下訓練 

◆陸上自衛隊の車両による偵察訓練 

　陸上自衛隊および日赤奉仕団による非常炊き出し訓練：野外炊事車を使用　 

◆小豆島消防署および県警による埋没車両からの救出訓練 

◆陸上自衛隊による倒壊家屋からの救出訓練 

◆小豆島消防署の救急車による救急搬送訓練 

◆香川県防災航空隊のヘリコプターによる救急搬送訓練 

◆小豆島消防署の梯子車による高層建物からの救出訓練 

◆海上自衛隊の輸送艦「ゆら」による陸上自衛隊および香川県警の応援部隊揚陸訓練、

救援物資輸送訓練 

◆小豆島町消防団によるポンプ中継送水・放水訓練および土のう積み訓練・小豆島消

防署の梯子車による放水訓練・香川県防災航空隊のヘリコプターによる消火訓練 

第一部「子ども砂防広場」 
　会場：体育館およびその周辺　 

・降雨体験コーナー 

・土石流３Dシアターコーナー 

・土砂災害ミニ模型コーナー 

（土石流、がけ崩れ、地すべり）　 

・ ビデオコーナー（青鬼くんの砂防）　 

・ 工作コーナー（簡易雨量計）　 

・ パネル・ポスター展示コーナー 

第二部「講 演」 
　　　　会場：イベント広場 
12：30　ビデオ放映 

　　　　【小豆島災害の記録】 

　　　　会場：ワインハウス 

13：00 「講演」防災について 

　　　　講師　牧野 裕至氏 

　　　　【国土交通省河川局砂防部保全課長】 
 
 

時間 行 事 内 容  

12：30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14：30 

 

14：32 

14：40 

14：50 

15：00 

15：10 

 

15：20 

15：30 

15：40 

15：55 

16：00 

16：20 

 

16：50

☆駐車場に限りがありますので、参加・見学される方は、乗り合わせてご来場ください。 
 

（ （ ＊ 
＊災害における傷病者を 
　重症度と緊急性により分別すること 



昨年の会場の様子
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　夏の教室、参加者募集　　　　　　　　　 

小豆島町内海Ｂ＆Ｇ海洋センター 

問い合わせ先：Ｂ＆Ｇ海洋センター　（蕁82－5171） 
　　　　　　　教育委員会社会教育課（蕁82－7015） 

迚
主
催
　
小
豆
島
自
然
観
察
指
導
員
連
絡
会
迥
 

レディース水泳教室 
初心者水泳教室 

日　程：7月12日貉、15日貍、19日貉、22日貍
26日貉、29日貍、8月2日貉、4日貊、
5日貍　全９回 

会　場：Ｂ＆Ｇ海洋センター　大プール 

対象者：水泳･水中運動に興味のある成人女性 

定　員：50名（定員になり次第締切） 

受講料：Ａコース（水中運動） 
　　　　　　19時～20時　1,200円 
　　　　Ｂコース（水泳）　　 
　　　　　　20時～21時　1,200円 
　　　　Ａ＋Ｂコース　　　　 
　　　　　　19時～21時　2,000円 
　　　　※使用料・保険料込み 

申込用紙：Ｂ＆Ｇ海洋センター・教育委員会
社会教育課・イマージュセンター 

　　　　（教育分室） 

申込先：申込用紙と受講料を持参の上、Ｂ＆
Ｇ海洋センター・イマージュセンタ
ー（教育分室）までお越しください。 

日　程：7月21日貊、22日貍、27日貅、28日貊
29日貍、8月3日貅、4日貊、５日貍 

　　　　全８回 
※午前９時から各班別に１時間ずつ
教室を実施します。 

会　場：Ｂ＆Ｇ海洋センター　大プール 

対象者：泳力25メートル以内の町内小学校1・
2・3年生 
※4年生以上は受付していませんので
ご注意ください。 

定　員：60名 
　　　（班別で先着順、定員になり次第締切） 
受講料：1,500円（使用料・保険料込み） 

申込先：7月15日貍８時30分よりＢ＆Ｇ体育館
にて受付を開始します。（福田小学
校は福田公民館、池田小学校はイマ
ージュセンター（教育分室）で受付） 

　　　　なお、電話での受付はできませんの
で、ご了承ください。 

海洋教室2006

日　程：7月15日貍、16日豸　14時～16時 
　　　　※予備日：7月22日貍、23日豸 

会　場：B&G海洋センター艇庫 

対象者：町内小学校４･５･６年生 

定　員：20名 
　　　（先着順、定員になり次第締切） 

受講料：550円（艇使用料･保険料込み） 

内　容：カヌー・ローボートの体験、 
　　　　弁天島での遊泳 

申込先：７月１日貍から受付を開始しますの
で、申込書と参加費を持参の上、
B&G海洋センター、イマージュセン
ター（教育分室）までお越しくださ
い。 

2006.6-6あ

日
　
時：

７
月
30
日
豸
９
時
30
分
〜
　
※
小
雨
決
行

場
　
所：

銚
子
渓
周
辺
（
集
合
場
所
は
肥
土
山
歌
舞
伎
舞
台
駐
車
場
）

内
　
容：

夏
の
昆
虫
を
中
心
と
し
た
自
然
観
察

参
加
費：

１
人
１
０
０
円
（
保
険
料
等
、
当
日
徴
収
）

募
集
数：

30
名
程
度

準
備
物

帽
子
・
水
筒
・
筆
記
用
具
・
タ
オ
ル
・
軍
手
・
ビ
ニ
ー
ル
袋
・
虫

か
ご
・
バ
ケ
ツ
・
網
・
長
ぐ
つ
等

申
込
締
切：

７
月
27
日
貅

申
込
先：

土
庄
町
立
中
央
公
民
館

（
蕁
６
２
―
７
０
１
３
・
F
A
X
６
２
―
０
３
８
７
）



広報文芸 
歌壇「 小 豆 島 」 

木曜句会  

六月例会詠草 

住
む
人
の
絶
え
て
久
し
き
家
を
め
ぐ
り
か
づ
ら
と
笹
の
生
ひ
茂
る
の
み
　
　
　
堀
内
　
実
男 

日
の
丸
を
国
旗
と
し
た
る
人
祀
る
社
も
拝
す
花
の
福
山
に
　
　
　
　
　
　
　
　
樋
出
　
文
子 

天
上
の
光
受
け
た
る
ぼ
う
た
ん
の
赤
一
色
に
眩
し
く
ま
ぶ
し
　
　
　
　
　
　
　
山
元
　
紀
代 

嘴
に
藁
銜
へ
来
て
つ
ば
く
ら
め
間
借
り
の
軒
を
行
っ
た
り
来
た
り
　
　
　
　
　
八
木
　
慶
子 

わ
が
髪
に
付
き
し
草
の
実
て
い
ね
い
に
取
り
て
く
れ
た
る
夫
い
ま
は
亡
し
　
　
柴
田
　
令
子 

強
き
風
に
揺
ら
げ
る
茄
子
と
ト
マ
ト
苗
添
え
木
を
立
つ
と
畑
に
出
で
来
ぬ
　
　
涼
風
　
た
け 

夕
暮
の
黙
す
電
車
に
盛
り
上
が
る
座
席
の
ひ
と
つ
耳
の
寄
り
ゆ
く
　
　
　
　
　
立
住
喜
代
子 

野
茨
の
日
々
に
咲
き
つ
ぐ
荒
畑
に
風
生
れ
た
る
や
香
の
届
き
く
る
　
　
　
　
　
森
　
フ
サ
子 

構
造
線
い
び
つ
に
歪
み
悲
鳴
上
げ
日
本
列
島
弓
な
り
に
反
る
　
　
　
　
　
　
　
湯
舟
　
散
人 

論
点
は
三
位
一
体
の
床
屋
談
議
有
平
棒
は
黙
っ
て
廻
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ぎ
あ
き
ら 

筍
を
貰
ひ
重
ね
て
一
人
住
む
　
　
　
　
　
黒
島
　
菊
香 

亡
き
夫
の
忌
日
知
る
ご
と
時
鳥
　
　
　
　
柴
田
　
令
子 

弁
当
の
食
材
悩
む
真
夏
の
日
　
　
　
　
　
須
佐
美
奈
良
江 

吾
が
庭
に
迷
ひ
蛍
の
点
滅
す
　
　
　
　
　
中
川
サ
ツ
子 

順
調
と
涼
し
き
言
葉
医
師
よ
り
　
　
　
　
真
砂
伊
久
子 

若
葉
風
乗
せ
て
出
て
ゆ
く
島
渡
船
　
　
　
三
好
千
英
子 

草
取
女
飽
き
た
る
こ
と
を
口
に
せ
ず
　
　
来
　
　
杏
花 

ひ
ら
ひ
ら
と
風
に
縺
れ
て
夏
の
蝶
　
　
　
真
砂
　
松
韻 

く
ち
ば
し 

あ
る
へ
い
ぼ
う 

た
け
の
こ 

ほ
と
と
ぎ
す 

し
ま
と
せ
ん 

く
さ
と
り
め 

も
つ 

わ
ら 

く
わ 

 

小豆島町立 
図書館 
蕁 82－0291

新刊紹介（児童書） 

7月の行事予定　

考える読書（全4巻）　　　　

京都議定書がわかる絵事典　　

地球にやさしいひとになる本　

ぬまばあさんのうた（こそあどの森の物語⑧）

1さいの絵本　のびのび知育絵本 

2さいの絵本　　　　　〃　　　 

やさしいからだのえほん（全5巻） 

フェリックスの手紙（1～6巻）

　　　　 

 

手作り紙芝居　作成日 
古文書を読む会（初級） 
おはなしひとみ会 
古文書を読む会 
わくわくおはなし会 
読み聞かせの会 
音読タイム 
枕草子を読む会 
読書会 
手作り紙芝居　作成日 
手作り絵本講座 
　　　〃 
　　　〃 
てるきさんのおはなし会 

一 般  
一 般  
幼・児童  
一 般  
1～3歳児 
幼・児童  
4・5年生 
一 般  
〃 
〃 

小 学 生  
〃 
〃 

児 童  

7 月 5 日 貉　10：00～12：00 
7 月 8 日 貍　10：00～12：00 
7 月 9 日 豸　14：00～14：30 
7 月11日 貂　14：00～16：00 
7 月12日 貉　10：00～10：30 
7 月12日 貉　15：30～16：00 
7 月12日 貉　16：00～16：00 
7 月15日 貍　14：00～16：00 
7 月16日 豸　14：00～16：00 
7 月19日 貉　10：00～12：00 
7 月26日 貉　10：00～12：00 
7 月27日 貅　14：00〃14：30 
7 月28日 貊　14：00〃14：30 
7 月29日 貍　14：00～14：30 

今月のロビー展　※貸出可 
「宿題お助け展」課題図書・自由研究・工作など 

書 　 名  

新刊紹介（一般書） 

まことの幸福は自己の内面より
歩くソウル　 
右脳型しつけ法　　　　 
昔、日本人は「しつけ名人」　
パズルでめぐる奇妙な数学ワールド
地球のなぞを追って　 
永遠のなかに生きる　　　　 
健脳食　　　　 
上手に生きる養生訓　　　　 
道路の決着　　　 
「自分流家作りのすすめ」 
石原式　毒出しダイエット 
ただいま育休中　 
炭のかがく　　 
ユニーク美術館・文学館　　 
面打ち・仏像彫刻に挑戦！　　 
うまくなる弓道　　　　 
ストーリーの迷宮　　　 
ミーナの行進　　　 
浮かれ黄蝶　　　　 
焼きそばうえだ　　 
「星の王子様」を哲学する　　　
　 

ラシャペル･アンドレ

ぷれすアルファ

伊 藤 友 宣  

武 光 　 誠

ｲｱﾝ･ｽﾁｭｱｰﾄ

地学団体研究会

柳 澤 桂 子  

植 木 　 彰  

平 野 繁 生  

猪 瀬 直 樹  

水 田 耕 三  

石 原 結 實  

山 田 正 人  

柳 沼 力 夫  

新人物往来社

技術評論社

白 石 暁  

阿 刀 田 高  

小 川 洋 子  

平 岩 弓 枝  

さくらももこ

甲 田 純 生  

書 　 　 名  著者名 

行 事 名  日 　 時  対 象  

日
　
時：

８
月
４
日
貊

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
　
所：

池
田
公
民
館
子
ど
も
文
庫

内
　
容：

布
で
ぞ
う
り
を
編
ん
で
み
よ
う

対
　
象：

小
学
生
、
た
だ
し
３
年
生
以
下
は

保
護
者
同
伴

費
　
用：

３
０
０
円

定
　
員：

20
名

申
し
込
み：

７
月
28
日
ま
で

た
だ
し
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

申
し
込
み
先：

教
育
分
室（

蕁
７
５
―
０
６
０
０
）

子
ど
も
文
庫

（
蕁
７
５
―
０
１
５
４
）

7 -2006.7 2006.4-2あ



調子 はいかが？ 

色々な健康に関する 
情報です 

蘆健康増進課　　　蕁82－7038 
蘆池田総合窓口センター　 
　　　 （福祉･保健係）蕁75－0558

婦
人
が
ん
検
診
を 

　
受
け
ま
し
ょ
う 

＜内海地区＞ 

　料　金 

　子宮がん検診：700円 　 
　乳がん検診：1,100円（視触診：400円、マンモグラフィ検査：700円） 
　　　　◎70歳以上、国保被保険者、非課税世帯の方は無料 

　各種健診の申し込み方法等は随時、広報に掲載します。その他の健診日程等につ
いては、6月号広報でお配りしました『健康カレンダー』をご覧下さい。 

 
 

検 診 名  日　　時 

8月1日貂 
13：00～14：00

介護老人 
保健施設 
うちのみ 

 

 場　所 申 し 込 み  

子宮がん検診 
・子宮頚部細胞診 7/18(火)～21(金) 

の間に健康増進課 
（蕁82－7038）まで 

乳がん検診 
・ 視　触　診 
・マンモグラフィ 

 

受
け
て
い
ま
す
か
？ 

健
診
・
人
間
ド
ッ
ク 
 

　
生
活
習
慣
の
改
善
が
健
康
づ
く
り
の
第
一
の
柱
な
ら
、
第
二
の
柱
は
定
期
的
に
健
康
診

断
を
受
け
る
こ
と
で
す
。
健
診
を
定
期
的
に
受
け
れ
ば
、
隠
れ
た
病
気
が
発
見
で
き
る
だ

け
で
な
く
、
年
齢
と
と
も
に
変
化
す
る
体
の
様
子
が
わ
か
り
、
生
活
改
善
に
も
役
立
ち
ま

す
。
ぜ
ひ
年
に
１
回
は
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。 

健

康

診

断

 

助
成
対
象
健
診
（
国
保
被
保
険
者
） 

・
基
本
健
康
診
査
・
大
腸
が
ん
検

診
・
胃
が
ん
検
診
・
肺
が
ん
検
診

・
子
宮
が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検
診

・
前
立
腺
が
ん
検
診
・
骨
粗
し
ょ

う
症
検
診
・
肝
機
能
検
査 

助
成
方
法 

　
健
診
を
受
け
る
と
き
に
、
国
保

被
保
険
者
証
を
持
参
す
れ
ば
自
己

負
担
額
が
無
料
に
な
り
ま
す
。 

日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク 

対
象
者
…
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

で
40
歳
以
上
70
歳
未
満
の
方
。
た
だ

し
、
医
療
機
関
で
加
療
中
の
方
、
老

人
医
療
該
当
者
は
除
き
ま
す
。 

実
施
場
所 

　
・
池
田
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
　
　
　

　
・
内
海
病
院
・
土
庄
中
央
病
院 

利
用
料
金
…
無
料（
全
額
国
保
負
担
） 

申
込
方
法
…
受
診
希
望
者
は
、
国
保
被

保
険
者
証
と
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
役

場
住
民
福
祉
課
国
保
係（
蕁
８
２
―

７
０

０
６
）
ま
た
は
、
池
田
総
合
窓
口
セ
ン

タ
ー
福
祉
係
（
蕁
７
５
―

０
５
５
８
）

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク
と
健
康

診
断
へ
の
助
成
は
、
ど
ち
ら
か
一
方

と
な
り
ま
す
。 

検査項目（人間ドック） 

診 察 等  

脂 質  

肝 機 能  
代 謝 系  
検 便  

血 液 一 般  

尿 一 般  
胸 部 Ｘ 線  
心 電 図  
胃 部 Ｘ 線  
腹部超音波 
眼 底 検 査  
子宮がん検査 
前立腺検査 

身長･体重　視力　聴力　血圧　直腸
診（希望者）乳がん検診（希望者） 
総コレステロール　中性脂肪　HDL
コレステロール 
ZTT　GOT　GPT　γｰGTP　ALP 
血糖（空腹時）ＨbA1c 尿酸 
潜血 
赤血球　白血球　血小板　クレアチ
ニン　他 
尿蛋白　潜血 
 
 
 
 
 
 
（女性希望者） 
（男性希望者） 

項　目 内　　　　容 

〈 〉 

（今月号折込の防災マップを使って、避難経路・場所の確認をしましょう）3 -2006.4 2006.7-8あ

ま
る
40
歳
を
過
ぎ
た
ら
、
２
年

に
１
回
は
必
ず
検
診
を
受
け
る

よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

小
豆
島
町
で
は
８
〜
11
月
の

間
に
内
海
、
池
田
各
地
区
で
実

施
し
ま
す
。

子
宮
頚
が
ん
に
よ
る
死
亡
数

は
減
少
し
ま
し
た
が
、
発
生
数

は
減
っ
て
い
ま
せ
ん
。
特
に
若

い
人
で
の
発
生
が
増
え
て
い
ま

す
の
で
、
症
状
が
な
く
て
も
必

ず
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
20

歳
以
上
の
方
は
２
年
に
１
回
は

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

乳
が
ん
は
、
食
生
活
の
欧
米

化
に
伴
い
急
増
中
で
す
。
か
ら

だ
の
表
面
近
く
に
で
き
る
の

で
、
乳
房
の
し
こ
り
や
ひ
き
つ

れ
、
た
だ
れ
、
乳
首
か
ら
の
分

泌
物
な
ど
に
気
を
つ
け
て
い
れ

ば
、
早
め
に
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
し
、
自
分
で
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
る
唯
一
の
が
ん

で
す
。
乳
が
ん
の
リ
ス
ク
が
高



1/4免除 

1/2免除（半額免除） 

全額免除 

新設 

新設 3/4免除 

335万円 

282万円 

230万円 

162万円 

 ※夫婦・子ども2人（標準世帯）の場合 

蘆住民福祉課　　　　　  
　　　　　　　　　　　

蕁82－7006
 

蘆池田総合窓口センター　 
　　　　　　　　　　　蕁75－0558 
 

介
護
家
族
を 

　
　
支
援
し
ま
す 

要
介
護
度
４
ま
た
は
５
に
該
当
（
相
当
）
す
る
高
齢
者
の
方
を

介
護
し
て
い
る
家
族
に
対
し
て
、
次
の
支
援
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。 

国
民
年
金
制
度
は
、
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
全
て
の
方
が
加
入

す
る
制
度
で
す
。
老
後
の
老
齢
基
礎
年
金
の
ほ
か
、
万
が
一
の

と
き
の
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
取
れ
ま
す
。 

家
族
介
護
慰
労
事
業 

介
護
用
品
の
支
給
事
業 

　
介
護
用
品
（
紙
お
む
つ
、

尿
取
り
パ
ッ
ド
、
使
い
捨
て

手
袋
、
清
拭
剤
、
ド
ラ
イ
シ

ャ
ン
プ
ー
）
の
購
入
費
用
を

助
成
し
ま
す
。 

 

　
支
援
を
受
け
る
た
め
に
は
、

ま
ず
、
申
請
が
必
要
で
す
。 

詳
し
く
は
、
役
場
住
民
福
祉

課
（
蕁
８
２
―
７
０
０
６
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
月
額

１
３，
８
６
０
円（
平
成
18
年
度
）

で
す
が
、
経
済
的
な
理
由
や
天

災
・
失
業
等
で
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
場
合
は
、
申
請
手
続

き
を
し
て
承
認
さ
れ
る
と
、
保

険
料
の
納
付
が
全
部
ま
た
は
一

部
免
除
に
な
り
ま
す
。
免
除
を

受
け
て
い
る
期
間
に
つ
い
て
は

満
額
の
年
金
を
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
が
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
追

納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
３

年
目
か
ら
加
算
額
が
つ
き
ま
す
。）

平
成
18
年
７
月
か
ら
、
新
た
に

１
／４
免
除
と
３
／４
免
除
制
度
が

追
加
さ
れ
、
よ
り
納
め
や
す
く

な
り
ま
し
た
。 

　
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

は
、
印
鑑
を
お
持
ち
の
う
え
役

場
国
保
年
金
係
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。
各
出
張
所
で
も
受
付

で
き
ま
す
。  

問
い
合
わ
せ
先
　 

　
役
場
窓
口
ま
た
は 

　
高
松
東
社
会
保
険
事
務
所
　

（
蕁
０
８
７
―
８
６
１
―
３
８
６
７
） 

　
過
去
１
年
間
に
、
介
護
保

険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

い
な
い
場
合
に
介
護
慰
労
金

と
し
て
年
額
10
万
円
を
支
給

し
ま
す
。 

（
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
限

り
ま
す
。
） 

国
民
年
金
に
は
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。 

元気になるこの１品 

今月のテーマ　～しっかり食べよう朝ごはん～ 

蚪材　料（4人分） 
卵…４個/トマト…100g/玉ね
ぎ…50g/きゅうり…１本/プロ
セスチーズ…40g/マリネ液（サ
ラダ油…大さじ１/酢…大さじ
１/塩…小さじ半分/こしょう
…少々） 

ゆで卵のマリネサラダ 

蚪栄養価（1人分） 
エネルギー 
たんぱく質 
カルシウム 
脂　　　肪 
塩　　　分 

153 kcal 
9.0裼 
100褂 
11.0裼 
1.1裼 

蚪作り方 
①卵は固ゆでにし、４つに切っておく。 

②トマトは種を取って角切り、玉ねぎはみじん切りに
する。 

③きゅうりは１㎝の角切り、チーズも同じ位の大きさ
のサイコロに切る。 

④マリネ液の調味料を混ぜ合わせ、①②③を合わせて
和える。 

免除制度を受けられる所得の「めやす」 

福祉･保険のい・ろ・は 
福祉、保険制度などに 
関する情報です 

（国保年金係） 

（高齢者福祉係） 

 

（福祉･保健係） 

 

ご協力ありがとうございました。 

日本赤十字社社資募集 

5,501社資　3,860,206円 
　皆さんの善意によって集まりました社資
は、全額日本赤十字社香川県支部へ送金い
たしました。 
　ご報告とお礼を申し上げます。 

9 -2006.7 2006.4-2あ



歯 から見える・・・・ 

　６月９日、こどもセンターの家庭教育学級行事とし
て、歯科衛生士の本田里恵先生を講師に招いての講演
会が、蒲生公民館で行われました。本田先生は歯科衛
生士という立場からの子育てについて講演し、「歯か
ら見える家庭環境、親の性格」などの興味深く、思わ
ず納得させられてしまう内容に、参加者の皆さんは熱
心に耳を傾けていました。 

人 権意識を育て、明るい町へ 
「人権擁護委員の日」啓発キャンペーン 

小豆島こどもセンター家庭教育学級講演会 

　６月１日・２日の両日、内海病院横と池田港
で、人権擁護委員の皆さんが人権擁護委員制度
に関する説明パンフレットなどを通りかかった
人たちに配布する、街頭キャンペーンが行われ
ました。人権擁護委員は、皆さんの身近なとこ
ろで起こる人権問題の相談を受けるとともに、
解決に努力し、また人権の大切さについて理解
を深めてもらう活動などを行っています。全国
で約14,000名、小豆島町でも７名の方が法務大
臣の委嘱を受けて活動を行っています。 
 
 

健 康は健口から 
第16回歯の健康祭 

　６月４日、小豆郡歯科医師会による「歯
の健康祭」がイマージュセンターで行われ
ました。会場では、フッ素塗布や、ブラッ
シング指導、カメラを口に入れて自分の歯
を見るといった体験ができ、歯のケアから
つながる丈夫な体作りについて、親子そろ
って楽しく学べる機会となりました。 
 

栄えある受賞 
おめでとうございます 

平成18年度　地方自治功労者　知事表彰 

郷土の発展に尽力した 
　　　　　　　地道な努力が認められました。 

　二人は長年池田町議会議員として活躍され、様々
な行政課題の処理に尽力された功績が認められて今
回の受賞となりました。 
　山本さんは池田港の移転・埋立拡張事業の推進や、
ふるさと村へのアクセス道路の整備、井上さんは池
田地区の教育環境の充実、ふるさと村の整備などに
多大な功績を残されました。 
 

山本一男さん（室生） 井上忠敬さん（池田） 

（今月号折込の防災マップを使って、避難経路・場所の確認をしましょう）3 -2006.7 2006.7-10あ



女 性の感性をまちづくりに 
小豆島町婦人会設立総会 

　小豆島町婦人会設立総会が６月３日に内海
庁舎で開催され、会長に平間美恵子さんが選
任されました。会員は約1,000人。町内の女性
相互の連携に努め、諸事業を推進する中で、
温かい心のふれあう地域づくりを目指し活動
します。 
 

小 豆島高校、相撲部　女子弓道部　県総体制覇 
第46回香川県高校総合体育大会 

　６月３日から５日にかけて行われた香川県高校総合体育大会で、小豆島高校相撲部が19年ぶ
り、女子弓道部が初の団体優勝を果たしました。両部は県代表として8月の全国大会（近畿イン
ターハイ）に出場します。全国でも小豆島旋風が期待されます。 

相撲部 弓道部 

前列左から、吉良隆、川阡、窪田、林、吉良将 前列左から、森本、山口、丸川、岩本、弓木 

窪田　佑紀（3年） 

林　　紘一（3年） 

一戦一戦自分の相撲を取って、優勝を狙って頑

張ります。 

自分の力を全部出し切ってベスト８を狙います。 

吉良　将弘（2年） 
自分の力を十分発揮して、相手を倒したい。あ

と、全国に「小豆島」の名前を残したい。 

吉良　隆弘（1年） 
自分のところを一番一番勝ちます。 

川嵜　涼太（3年） 
一番一番、土俵際に注意して自分の相撲を取り

ます。 

弓木　麻有（3年） 

岩本　みゆ（2年） 

インターハイまでの限られた時間を大切に使っ

て、本番では全力を出し切ってきます。 

気持ちが相手より勝ると勝ち抜けると思います。 

丸川　春奈（3年） 
自分を信じて、仲間を信じて、一射一射を大切

にし、精一杯やりたいと思います。 

山口　華澄（2年） 
チームの役に立てるように全力を尽くして頑張

ります。 

森本　美雪（3年） 
落（おち）としての役割を果たして、悔いの残

らない射（しゃ）をしたいです。 

インターハイに向かって一言！ 

みなさんからの情報をおまちしています。 
企画財政課 広報秘書係  蕁75－1800

相撲部 弓道部 

（今月号折込の防災マップを使って、避難経路・場所の確認をしましょう）11 -2006.7 2006.4-2あ
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募
集 

R
e
c
r
u
itm
e
n
t

2006.7-12あ

小
豆
地
区
広
域
行
政

事
務
組
合
職
員
の
募
集
　

募
集
区
分

①
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
・
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
作
業
職
員

②
一
般
行
政
職
員
（
上
級
）

澆
消
防
職
員

潺
老
人
ホ
ー
ム
介
護
職
員

潸
老
人
ホ
ー
ム
介
護
事
務
職
員

澁
老
人
ホ
ー
ム
看
護
師

募
集
人
員

①
②
澆
⑤
澁
…
１
名

潺
…
２
名

応
募
資
格
（
す
べ
て
満
た
す
方
）

①
…
昭
和
51
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
。
普
通
自
動

車
運
転
免
許
を
有
す
る
方

②
…
昭
和
51
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
。
大
学
を
卒

業
ま
た
は
平
成
19
年
３
月
31

日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の

方
。
普
通
自
動
車
運
転
免
許

を
有
す
る
方

澆
…
昭
和
56
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
。
普
通
自
動

車
免
許
を
有
す
る
方

潺
…
昭
和
46
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
。
普
通
自
動

車
運
転
免
許
を
有
す
る
方

潸
…
昭
和
51
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
。
高
校
を
卒

業
し
た
方
。
介
護
事
務
管
理

士
、
介
護
保
険
事
務
管
理
士
、

ケ
ア
ク
ラ
ー
ク
の
い
ず
れ
か

（
資
格
付
与
組
織
に
加
盟
す

る
専
門
学
校
の
通
学
コ
ー
ス

に
在
籍
す
る
者
で
あ
っ
て
平

成
19
年
３
月
31
日
ま
で
に
当

該
資
格
を
所
得
す
る
見
込
み

の
方
を
含
む
）、
ま
た
は
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
資
格
を
有

す
る
方
。
普
通
自
動
車
運
転

免
許
を
有
す
る
方

澁
…
昭
和
31
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
。
看
護
師
の

資
格
を
有
す
る
方
ま
た
は
平

成
19
年
３
月
31
日
ま
で
に
取

得
見
込
み
の
方

申
込
書
類

①
〜
澁
共
通
…
申
込
書
、
履
歴

書
（
指
定
の
も
の
）
、
最
終

卒
業
学
校
の
卒
業
証
明
書
ま
た

は
卒
業
見
込
証
明
書
、
資
格
を

証
明
す
る
書
類

潸
澁
…
資
格
を
証
明
す
る
書
類

ま
た
は
取
得
見
込
み
証
明
書

採
用
予
定
年
月
日

①
…
10
月
１
日

②
〜
潸
…
平
成
19
年
４
月
１
日

澁
…
別
途
決
定

１
次
試
験
日

①
…
８
月
下
旬

②
〜
潸
…
９
月
17
日
豸

澁
…
別
途
通
知

１
次
試
験
場
所

①
…
小
豆
地
区
広
域
行
政
事
務

組
合

②
〜
潸：

香
川
大
学
　
幸
町
キ

ャ
ン
パ
ス

澁
…
別
途
通
知

申
込
書
類
請
求
開
始
日

７
月
18
日
貂

申
込
期
間

７
月
20
日
貅
〜
８
月
11
日
貊

申
込
書
類
の
請
求
・
問
い
合
わ

せ
先

小
豆
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

事
務
局
（
蕁
６
２
―
６
５
６
５
）

テ
レ
ビ
「
開
運
！
な
ん
で
も

鑑
定
団
」
鑑
定
品
募
集

あ
な
た
の
と
っ
て
お
き
の

「
お
宝
」
を
鑑
定
し
て
も
ら
い

ま
せ
ん
か
？
時
代
、
ジ
ャ
ン
ル

は
問
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
と
い

う
「
お
宝
」
を
ぜ
ひ
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

応
募
方
法
…
所
定
の
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
鑑
定

品
の
写
真
を
添
付
し
、
左
記
の

受
付
ま
で
郵
送
も
し
く
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切
…
７
月
31
日
豺
必
着

受
付
・
申
込
用
紙
請
求
・
問
い

合
わ
せ
先

な
ん
で
も
鑑
定
団
実
行
委
員
会

土
庄
町
商
工
会

（
蕁
６
２
―
０
４
２
７
）

小
豆
島
町
商
工
会

（
蕁
８
２
―
１
０
１
１
）

小
豆
島
町
商
工
会
池
田
支
所

（
蕁
７
５
―
０
４
０
８
）

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設

人
権
対
策
課
で
は
、
特
設
人

権
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
身
の
ま
わ
り
の
人
権
に
関

す
る
問
題
な
ど
で
お
困
り
の
方

は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

日
　
時

７
月
18
日
貂
10
時
〜
15
時

場
　
所
…
内
海
福
祉
会
館

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
適
正

な
保
管
に
向
け
て

県
管
理
港
湾
（
池
田
港
・
内

海
港
・
坂
手
港
）
に
お
い
て
、

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
適
正
保

管
の
た
め
に
次
の
よ
う
な
ル
ー

ル
を
定
め
ま
す
。

◎「
放
置
等
禁
止
区
域
」の
指
定

港
湾
内
で
の
小
型
船
舶
の
放

置
を
禁
止
し
ま
す
。

◎「
小
型
船
舶
用
泊
地
」の
指
定

小
型
船
舶
は
指
定
さ
れ
た
区

域
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

◎「
小
型
船
舶
用
泊
地
使
用
料
」

の
設
定

保
管
に
は
香
川
県
港
湾
管
理

条
例
で
定
め
る
使
用
許
可
と
使

用
料
が
必
要
で
す
。

※
平
成
18
年
度
か
ら
新
ル
ー
ル

を
順
次
実
施
し
平
成
20
年
４

月
に
は
県
管
理
港
湾
全
体
で

新
ル
ー
ル
を
実
施
す
る
予
定

で
す
。
港
湾
ご
と
の
実
施
時

期
は
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

香
川
県
土
木
部
港
湾
課
　

総
務
・
管
理
グ
ル
ー
プ

（
蕁
０
８
７
―
８
３
２
―
３
５
４
９
）

相
談 

A
d
v
ic
e

お

知
ら
せ 

I
n
fo
r
m
a
t
io
n

☆お買いものは地元商店を使いましょう。



【5月】 

※広報「しょうどしま」6月号で7月3日池田保健センターにおいて健康相談を予定して 
　おりましたが7月10日に変更となりましたので、ご注意ください。 

日 

日 

日 

 

日
 

 

 

日 

日 

日 

日 

日 

日
 

 

 

日 
 

 

 

日 

 

 

日
 

 

 

日 

 

日 

日 

日 

 

 

日 

 

 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

 

日 

 

日
 
 

 

日 

日 

日 

日 

 

 

 

蘆小豆島町へ 
　蜴三好　和代（草壁本町） 

蘆内海病院整備基金へ 
　蜴藤澤　良浩（神懸通） 
　蜴為藤マス子（馬木） 
　蜴川田　　治（福田） 

蘆橘子ども文庫へ 
　蜴速見　岩雄（橘） 

蘆小豆島町社会福祉協議会へ 
　蜴八木　國全（室生） 
　蜴井口　正啓（蒲野） 
　蜴葭谷喜美子（浜条） 
　蜴小野　正憲（北地） 
　蜴中塚　勝見（二面） 

発 生  

負 傷 者  

死 亡 者  

火 災  

救 急  

3 

3 

0 

1 

46

27 

27 

1 

1 

242

区　分 件　数 1月からの 
累　計 

町内の 

みなさんからの 

発生状況 

7月　暮らしのカレンダー 
町広報しょうどしま7月号発行日   

 

 

すくすくルーム（対象児：平成18年4月生まれ） 

14：00集合　介護老人保健施設うちのみ 

BCG予防接種（対象児：２～５か月児） 

15：00～15：15受付　介護老人保健施設うちのみ 

　　 

 

 

 

小豆島土砂災害30周年行事　ふるさと村 

健康相談
　13：30～15：00　草壁会館 

　13：30～14：30　池田保健センター 

健康相談　13：30～14：30　二生公民館 

献　　血
　10：00～14：00　小豆島町内海庁舎   

　15：00～16：00　中国電力小豆島営業所 

心配ごと相談所　13：30～15：30　内海庁舎  

健康相談　13：30～14：30　三都ふれあいセンター 

献　　血
　10：00～14：00　池田保健センター   

　14：45～16：00　リベラル・サンシャイン 

2歳児歯科健診（対象児：平成16年５・６月生まれ） 

13：15～14：00受付　池田保健センター 

※対象者は歯ブラシ＆コップを持参してください。 

入浴サービス　豊寿園 

健康相談
　 9：00～11：30　介護老人保健施設うちのみ 

　13：30～14：30　池田公民館中山分館 

 

 

 

精神障害者いこいの場（対象者：町内在住の精神障害者で参加可能な

方） 　内海福祉会館 

健康相談　13：30～14：30　蒲生公民館 

特設人権相談　10：00～15：00　内海福祉会館 

行政相談　13：30～16：00　池田保健センター 

行政相談　13：30～16：00　内海福祉会館 

 

 

 

 

健康相談　13：30～15：00　橘会館 

心配ごと相談所　13：30～15：30　池田保健センター 

乳児健診（対象児：平成17年９月、平成18年３月生まれ）   

　９･10か月児、13：15～13：30受付　　 

　３･４か月児、13：45～14：00受付　
介護老人保健施設うちのみ

 

3歳児健診（対象児：平成15年１･２月生まれ）　 

13：30～14：30受付　池田保健センター　 
入浴サービス　豊寿園　　 

健康相談　 9：00～11：30　介護老人保健施設うちのみ 

土 

日 
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日 
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日 
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木 

金 

土 

日 

月 

火 
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日 

月 

1 
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20 

21 

22 

23 

24 

25 

 

26 

 

27

 

 

 

28 

29 

30 

31 

 

 

 

 

 

 

（敬称略） 

10：00～15：00

今 月 の 納 税  

固定資産税 2期 
 　納期限は 
　7月31日豺  
　　　　　　　です。 

※口座振替の方は通帳残高をご確認ください。 

（5・6月受付分） 

【譲ります】 

星城小女子制服　一式 150㎝ 
ジュニアシート     3才～    
ゆかた 　へこ帯付　小学生用 
       
        
 
 

無償 
無償 
無償 
 
 
 
 
 

無償 
無償 
無償 
 
 
 
 
 

【求めます】 

植木鉢  大16㎝×9㎝  60個 
  中14㎝×8㎝ 3個 
 小11㎝×6㎝  5個 

リサイクル情報 

歩行器はリサイクルできました。 
ご協力ありがとうございました。    

リサイクル用品の情報をお待ちしてい
ます。環境衛生課（蕁82－7008）              
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あ
 
い
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は
や
 

や
ま
 
と
  

 

 

 
 

女 女 男 男 女 男 男     55 8787 9581 689185 7787 758459937894

月
　
日
か
ら
　
月
　
日
ま
で
 

◎

死

　

亡
　
（
15 
人
） 

　氏
　
名
　
歳
　
世
帯
主
　
地
　
区
 

美

幸

 

陽

子

 

正

之

 

安
藤
實
 

本

人

 

孝

子

 

コ
ユ
キ
 

安

夫

 

正

一

 

本

人

 

勝

枝

 

武

子

 

峰

子

 

清

一

 

富

王

 

勝

見

 

小
原
敏
嘉
 

桝
田
驪
平
 

白
石
ヨ
シ
 

佐
伯
イ
ワ
ノ
 

隼
　
政
敏
 

谷
善
四
郎
 

野

夫
 

山
本
美
代
子
 

山
口
明
子
 

山
田
連
子
 

正
月
泰
夫
 

平
見
喜
志
 

小
野
清
滿
 

戸
井
福
一
 

弓
木
シ
カ
ノ
 

中
塚
コ
マ
サ
 

西

村

 

〃
 

神
懸
通

〃
 

草
壁
本
町
 

木

庄

 

安

田

 

〃
 

橘
 

馬

木

 

苗

羽

 

田

浦

 

池

田

 

蒲

生

 

中

山

 

二

面

 

◎

出

　

生
　
（
7 
人
） 

赤
ち
ゃ
ん
　性
別
　保
護
者
　
地
　
区
 

知

行

 

裕

幸

 

敦
　
史
 

索

真

 

智

之

 

正

宏

 

稔
 

原
田
亜
生
琉
 

有
本
和
民
 

稲
木
心
誠

闍
橋
陽
真
 

照
下
琉
依
 

照
下
千
颯
 

森
　
大
和
 

西

村

 

〃
 

草
壁
本
町
 

片

城

 

馬

木

 

〃
 

蒲

生

 

6 

10

5 

21人
動
の

き 

相
撲
部
、
弓
道
部
の
取

材
で
、
両
部
の
練
習
を

見
学
。
も
ら
っ
た
コ
メ

ン
ト
「
一
番
一
番
」
「
一

射
一
射
」
に
一
瞬
に
か

け
る
思
い
を
ひ
し
ひ
し

と
感
じ
ま
し
た
。
さ
て
、

自
分
を
省
み
る
と
・
・
・
。
 

【
お
め
で
た
】
 

【
お
く
や
み
】
 

あとがき 
（編集を終えて） 

 

人　口 
男　性 
女　性 
世帯数 

（△27） 
（△12） 
（△15） 
（5） 

17,062　人 
8,022　人 
9,040　人 
6,783 世帯 

（６月１日現在（　）内は前月比） 

私
の
本
籍
は
小
豆
島
で
す
が

実
際
に
生
活
し
た
の
は
高
校
時

代
２
年
半
で
す
。
そ
れ
ま
で
は

春
・
夏
・
冬
の
学
校
休
み
に
は

毎
回
、
父
の
実
家
で
あ
る
祖
父
、

祖
母
の
と
こ
ろ
へ
家
族
全
員
で

帰
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
物
心

つ
く
こ
ろ
よ
り
小
豆
島
は
「
わ

が
ふ
る
さ
と
」
で
す
。

東
京
へ
出
て
か
ら
も
う
37
年

に
な
り
ま
す
が
、
今
で
も
は
っ

き
り
と
覚
え
て
い
る
の
は
、
毎

年
帰
っ
て
い
た
小
豆
島
の
風
物

の
移
り
変
わ
り
で
す
。

高
松
か
ら
の
汽
船
か
ら
見
る

小
豆
島
は
ま
さ
に
白
砂
青
松
、

穏
や
か
な
瀬
戸
内
海
に
浮
か
ぶ

夢
の
島
の
よ
う
で
し
た
。

小
さ
い
こ
ろ
の
思
い
出
な
の

で
家
の
廻
り
の
限
ら
れ
た
範
囲

で
す
が
数
年
お
き
に
作
物
の
種

類
が
次
々
と
変
わ
る
の
が
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
。

戦
後
ま
も
な
く
の
頃
は
近
く

の
畑
は
サ
ツ
マ
イ
モ
と
砂
糖
キ

ビ
で
し
た
。
真
夏
の
暑
い
な
か

で
砂
糖
キ
ビ
が
刈
り
取
ら
れ
束

ね
ら
れ
て
道
路
脇
に
積
み
上
げ

ら
れ
、
夕
方
に
な
る
と
牛
車
や

小
型
ト
ラ
ッ
ク
が
集
荷
に
来
る

の
を
飽
き
も
せ
ず
眺
め
て
い
た

も
の
で
す
。
し
ば
ら
く
す
る
と

4

さん（旧池田町蒲生・63歳） 片 岡 正次郎  

「今は昔？？？」 

遠くにありて… 
は ふるさと 

 
アジア各国から来日の研修生と共に 

（後列、左端が筆者） 
アジア各国から来日の研修生と共に 

（後列、左端が筆者） 

砂
糖
キ
ビ
畑
は
除
虫
菊
に
取
っ

て
代
わ
ら
れ
、
そ
の
後
は
バ
ラ

の
香
り
の
香
水
の
原
料
と
な
る

と
い
う
ゼ
ラ
ニ
ュ
ー
ム
、
電
照

菊
へ
と
移
っ
て
ゆ
き
ま
し
た
。

後
で
考
え
る
と
、
そ
れ
が
丁
度

日
本
の
戦
後
復
興
期
か
ら
高
度

経
済
成
長
期
へ
と
め
ま
ぐ
る
し

く
世
の
中
が
変
わ
っ
て
き
た
時

代
と
一
致
し
ま
す
。
そ
れ
と
同

時
に
年
々
海
が
汚
れ
て
ゆ
き
ま

し
た
。

泳
ぎ
も
家
の
す
ぐ
下
側
の
海

岸
で
覚
え
ま
し
た
。
そ
の
頃
は
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
防
波
堤
も
な

く
、
そ
の
代
わ
り
昼
顔
や
ハ
マ

ボ
ウ
が
茂
り
、
海
も
澄
み
切
っ

て
い
ま
し
た
。

東
京
へ
で
て
き
て
、
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
色
の
東
京
湾
を
見
た
と

き
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
が
最

近
は
少
し
澄
ん
だ
色
に
な
り
ま

し
た
。
島
の
海
は
き
れ
い
に
な

っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？

瀬
戸
の
島
々
に
沈
む
夕
日
と

か
東
京
で
は
逆
立
ち
し
て
も
無

い
風
物
が
島
に
は
ま
だ
ま
だ
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
す
ば
ら
し
い

自
然
の
景
観
を
ぜ
ひ
次
の
世
代

に
引
き
継
ぎ
た
い
も
の
で
す
。

藐
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙（
40
％
）を
使
用
し
て
い
ま
す
。




